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学校法人東京 YMCA学院２０１５年度事業報告 

 

Ⅰ ２０１５年度学校法人東京 YMCA学院総括 

 

２０１５年度は「２０１３年～２０１５年 中期計画」の３年度目であった。中期計画 

各項目に従い、学校法人としての総括を述べてみたい。 

 

１ 各園・各校の将来のあるべき姿またその使命を明らかにしてゆく 

 

江東ＹＭＣA幼稚園の２０１５年度の運営課題は、「子ども・子育て新三法」受け入

れを保留し運営する事、「入園定員の安定的確保」を目指す事及び江東幼稚園・センタ

ー創立６５周年への総合的取り組み（園舎建て直し案作成含む）であった。昨年度に

引き続き、都及び区の教育行政との情報共有・連携を図る事、また教員の研修参加を

促し、さらに幼稚園教育要領に基づく保育課題の洗い出しと見直しを引き続き行った。

これらの努力の結果、地域から高い評価を受ける幼稚園運営が出来た。 

 江東幼稚園は、１９５０年（昭和２５年）１２月クリスマス礼拝を持って開始され

たセンターを母体として１９５１年４月開園した。東京ＹＭＣＡ内で幼児教育・幼児

体育・キャンプの先駆者である。コミュニティーに広がる多くの卒園生を結集し、次

の展開を図る準備の年であった。 

  

しののめ YMCA こども園は開設５年目であった。運営は順調である。しののめ地区 

は子供人口が増加する事が統計的に示されている。 

２０１５年度の運営課題の中核は「子ども・子育て三法」に対応し三法の一つ「総合

子ども園法」の規定で、子ども園は２０１５年４月より新法に基づく「認定こども園」

に移行することが義務化されており、大変な労苦の上実現した。区教育委員会未来子

ども局福祉部保育課と話し合いを重ね、新制度へ移行したが、区行政レベルでも国・

都との共通理解がなされていない事も多く、現場は苦労した。 

２０１５年度も園児募集は順調であった。昨年度同様に「教職員の職務能力の一層

の開発を支援する事」「教職員の課題の共有を深める事」及び歴史の浅い組織であるの

で、教職員及び保護者の「ＹＭCA理解の深化」を図る事等、意を注いだ。 

こども園保護者を中心メンバーに設立された「東京ベイサイドワイズメンズクラブ」

のこども園支援も進んだ。グランチャしののめと共同事業も、「ふれあいデー（高齢者

の子ども園訪問）」や「読み聞かせプログラム」等実施された。 
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 学校法人を構成する専門学校である東京 YMCA医療福祉専門学校は、２００９年度

から２０１３年度には介護福祉科の募集は回復から安定に向けた基調であったが、 

２０１５年度は多摩地区高校の進路指導部との密接な連携等、ＹＭＣＡ医療福祉教育 

が高校の教育現場に深く理解されているにも関わらず、苦戦を強いられる結果となっ

た。作業療法学科も定員未確保となった。 

２０１５年春には東京都教育庁都立学校教育部より担当者が来校し、職業教育への

関心が大いに高まっている事は実感したが、学生募集広報には直接的な変化は見られ

ない。 

昨年度「職業教育実践課程」に本校が認定され、「教育課程編成委員会」「学校関係

者評価委員会」を設け、さらに介護福祉科が拡充された教育訓練給付教育施設として

指定されるなど、新しいさまざまな動きが起こっている。 

本校卒業生が社会的に中堅になる年齢を迎え、講師として卒業生を迎えている事や、

座学から実践教育重視の教育内容に変更が進み、多くの施設や医療機関の協力があり、

学生の現場理解が深まった。 

 ２０１５年６月１１日に本校創立２０年の会がパレスホテル立川で開かれ、１１０

名余の参加を得た。席上佐藤国立市長は「ＹＭＣＡ医療福祉専門学校は福祉都市国立 

  の中核を担っている」との言葉を下さった。 

 

２ 江東 YMCA幼稚園改修工事計画策定（新園舎建設の可能性含） 

 

１９７５年（昭和５０年）江東ブランチ会館として、江東 YMCA 幼稚園舎・江東 

  コミュニティーセンターとして現在用いている建物が建設された。４０年を経た建物

である。耐震性は確保されてはいるが、経年劣化のためかなり使い勝手が悪い。 

  ２０１５年度は江東センターを母体に幼稚園が創立し６４周年であった。多くの卒園

生を見出し、再開発の可能性を醸成する準備の時であった。 

   昨年度評価の際にも触れたように、再開発は次の条件も解決しなければいけない。 

   現在の土地に現在の建物デザイン・規模を踏襲しても、年少・年中・年長計６クラ 

ス、１６０名定員確保は、「文科省幼稚園設置基準（昭和３１、文科省例第３２号）」

に基づき計算した結果、運動場面積が定員１６０名の幼稚園としては無理があり 

１４０名定員の幼稚園になってしまう。（計算式：３学級以上 ４００－８０×（学 

級数－３）平方メートル）。以上昨年度総括で述べた所である。 

    

３ 学校法人の今後のあるべき姿を検討し具体化する 

 

２０１５年度は以下の課題に取り組んだ。 

  ⅰ 幼児教育職員・保育職員が安定的に働ける場づくりの努力をする。 
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     この年度も教育職・保育職の欠員があった。募集には努力をしたが、抜本策は

見いだせなかった。 

また、教職員の心理的安定感のためにも、次年度は心理カウンセラーの配置を考

慮したい。 

 

  ⅱ 子ども・子育て三法への対応 

     「子ども・子育て関連３法（平成２４年８月成立）」の趣旨は以下である。 

    採録する。 

① 認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付（施設型給付）及び 

小規模保育等への給付（地域型保育給付）の創設 

② 認定こども園制度の改善（幼保連携型認定こども園の改善等） 

③ 地域の実情に応じたこども・子育て支援（利用者支援、地域子育て支援 

拠点、放課後児童クラブなどの、（地域こども、子育て支援事業）の充実 

④ 基礎自治体（市町村）が実施主体 

⑤ 社会全体による費用負担 

⑥ 内閣府に子ども・子育て本部を設置 

⑦ 子ども・子育て会議の設置 

⑧ 施行時期 平成２７年度（２０１５年度）を目途 

    以上が内容である。 

     ２０１４年６月に開催された文部科学省初等中等教育局企画官および東京都 

    私学部調整担当課長による講演で（振興問題研究会）、学校法人立私立幼稚園は、

新制度による認定幼稚園移行は５年間猶予するとの確認があり、江東ＹＭＣＡ幼

稚園は２０１５年春の移行を辞退した。一方しののめこども園は、認定こども園

法で移行が義務付けられており、区教育委員会、福祉部保育課との厳しいやり取

りの結果、移行を決断した。２０１５年５月には再度運営に関する調整の協議を

行った。 

  

ⅲ 学校法人東京 YMCA学院の規模に見通しを付ける時期に来ている 

   前々年度総括でも触れたが、「まちづくり」という観点から、こども園、幼稚園、

保育園はそこから発散される子どもの声は人々にとって未来への夢であり・希望の

文化であり、人々の「まち」に住み、生きがいを育む根拠になる。また医療福  

祉の学校の存在が、人々の心の安定をまちに見出すきっかけを生む。その意味で良 

い幼児教育の機会拡大と医療福祉教育の展開をＹＭＣＡは社会から求められている、 

と確信している。条件が整えば、学校法人は規模を拡大すべきである。 

２０１５年総括にあたり、ＹＭＣＡが更なる拡大機会を求められる時のために運 

営組織の拡充の必要性を 考えさせられた。 
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・次年度課題として管理スタッフの育成、教育・保育職員のＹＭＣＡ理解、教育 

  観形成の研修は急務である。  

・安定的に保育者、教員の確保も喫緊の課題である。 

 

Ⅱ 理事会・評議員会 

 

Ａ 理事会 

  ２０１５年度に開催された理事会は以下の通りである。 

開催日 内容 

5月 27日 （水） 

２０１４年度事業報告及会計報告につい

て 

寄付行為変更について他 

９月 25日 （金） 
東京ＹＭＣＡ医療福祉専門学校 

実務者研修科学則について他 

12月 7日 （月） 特定個人情報等取扱規程について他 

2月 26日 （金） 

新年度方針案について 

江東ＹＭＣＡ幼稚園休園の取り扱いにつ

いて 

3月 28日 （月） 新年度運営予算案について他 

 

Ｂ 評議員会  

  ２０１５年度に開催された評議員会は以下の通りである。 

開催日 内容 

5月 27日 （水） 

２０１４年度事業報告及会計報告につい

て 

寄付行為変更について他 

12月 7日 （月） 特定個人情報等取扱規程について他 

2月 26日 （金） 

新年度方針案について 

江東ＹＭＣＡ幼稚園休園の取り扱いにつ

いて 

3月 28日 （月） 新年度運営予算案について他 
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Ⅲ 学生数園児数等 

   東京ＹＭＣＡ学院園児数学生数等    

      ２０１６年３月１日現在  

江東幼稚園     医療福祉専門学校 （休学者含む) 

区分 
定員 開始 現在数 2014年度  区分 定員 開始 

現在

数 

2014年

度 

年少 50 51 52 54  介護福祉科       

年中 55 55 56 55  １年 80 45 40 60 

年長 55 56 56 45  ２年 80 54 54 71 

合計 160 162 164 154  計 160 99 94 131 

      作業療法学科       

      １年 30 25 25 29 

しののめこども園    2年 30 28 28 23 

保育園 定員 開始 現在数 2014年度  3年 30 22 22 13 

０歳 6 6 6 6  計 90 75 75 65 

１歳 12 12 12 12  合計 250 174 169 196 

２歳 12 12 12 12       

計 30 30 30 30  江東幼稚園教職員数 （職員に体育講師を含む） 

幼稚園 定員 開始 現在数 2014年度  園長 教諭 助手 職員 合計 

年少 90 89 90 90  1 6 4 4 15 

年中 90 89 90 88       

年長 90 84 83 81  医療福祉専門学校教職員数   

計 270 262 263 259  校長 介護教員 ＯＴ教員 職員 合計 

合計 300 292 293 289  1 6 6 6 19 

           

しののめこども園教職員数 （職員に体育講師を含む）      

園長 主任 教諭 施設長 保育士 助手 看護師 職員 合計   

1 1 9   1 9 6 1 4 32   

 

 


